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で 与えられる.こ こ で 行 列cs.I(i)(-0.1)(S,仁1,2.‥54)は(cs,i(0)は初期でのMCの色の配置を与える行列
から出発して)式(34)を任意の並数値rlα(0)の下に
TTム?一例と〔てMCUレー_竺アク･中華 ･チラー解くことで得られるria(i)が整数値+0.5(-0.5)を












riα-(喝) (喝 -0,1)･ (32)
ハミルトン関数は
帆 ia]-吉富 卵 a
I/:gia(i,)dt/]bjPI/.id'P(i,)di,I
+vllria]+V2【,ia]+V3[,icE] (33)
vllria]=芸∑sint2q(ria一芸)),- (34a)1a
qlria]諸 芸(i,aE ,.,P,lsin{2"ria一芸'+1}]
･【sint2q(P'β一芸).11】･ (34b)
色合わせの程度を評価する関数
横切るときにのみその回転操作に対応する行列blsT
(その逆行列(喝)~1)を 次 々に掛けることで得られ
る :
cs,t(i+△)-喝cs.i(i),
又は.
cB,I(i+△)-(喝)~lcs,t(i)･ (37)
式(36)と(37)を組み合わせて式(35)を解くことが
できて色合わせの評価関数V3lria)を最小に†る回転
操作の手順rict(i)が求まる.回転の手順はrlα(i)が
整数値+0.5(-0.5)を横切るときのみにそれに対応す
る回転操作(逆回転)を行なうことによって回転操作
を行なう順番/順序が得られる.
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